
長  崎  平  和  宣  言  

 

今 年 、 一 人 の カ ト リ ッ ク 修 道 士 が 亡 く な り ま し た 。「 ア ウ シ ュ

ビッツの聖者 」と 呼ばれたコル ベ神 父を生涯慕い 続け た小崎登明

さん。93 歳でその 生涯を閉じる 直前 まで被爆体験 を語 り続けた彼

は、手記にこ う書 き残しました 。  

 

世 界 の 各 国 が 、 こ ぞ っ て 、 核 兵 器 を 完 全 に 『 廃 絶 』 し な け

れば、地球に 平和 は来ない。  

核 兵 器 は 、 普 通 の バ ク ダ ン で は 無 い の だ 。 放 射 能 が 持 つ 恐

怖は、体験 した者 でなければ分 から ない。この バクダ ン で、

沢山の人が、 親が 、子が、愛す る人 が殺されたの だ。  

このバクダン を二 度と、繰り 返させ ないためには 、『 ダメだ、

ダメだ』と言 い続 ける。核廃 絶 を叫 び続ける。  

原 爆 の 地 獄 を 生 き 延 び た 私 た ち は 、 核 兵 器 の 無 い 平 和 を 確

認してから、 死に たい。  

 

 小崎さんが 求め 続けた「核兵 器の 無い平和」は 、今 なお実現し

てはいません 。で も、その願い は一 つの条約とな って 実を結びま

した。  

 

人類が核兵器 の惨 禍を体験して か ら 76 年目の今年 、私たちは、

核兵器をめぐ る新 しい地平に立 って います。今年 １月 、人類史上

初めて「全面 的に 核兵器は違法 」と 明記した国際 法、核兵器禁止

条約が発効し たの です。  

 この生まれ たて の条約を世界 の共 通ルールに育 て、核兵器のな

い世界を実現 して いくためのプ ロセ ス がこれから 始ま ります。来

年開催予定の 第 1 回締約国会議 は、 その 出発点と なり ます 。  

一方で、核兵 器 に よる危険性は ます ます 高まって いま す。核不

拡散条約（ Ｎ ＰＴ ）で核軍縮 の 義務 を負 っている はず の核保有国

は、英国が核 弾頭 数 の増加を公 然と 発表するなど 、核 兵器への依

存を強めてい ます 。また、核 兵器を 高性能のもの に置 き換え たり 、

新しいタイプ の 核 兵器を開発 し たり する競争も進 め て います。  

この相反する 二つ の動きを、核 兵器 のない世界に 続く 一つの道

にするために は、各国の指導者 たち の核軍縮への 意志 と、対話に

よる信頼醸成 、そ してそれを後 押し する市民社会 の声 が必要です 。 

 



日本政府と国 会議 員に訴えます 。  

核兵器による 惨禍 を最もよく知 るわ が国だからこ そ、第 1 回締

約国会議にオ ブザ ーバーとして 参加 し、核兵器禁 止条 約を育てる

ための道を探 って ください。日 本政 府は、条約に 記さ れた核 実験

などの被害者 への 援助 について 、ど の国よりも貢 献で きるはずで

す。そして、一日 も早く核兵器 禁止 条約に署名 し 、批 准すること

を求めます。  

「戦争をしな い」という日本国 憲法 の平和の理念 を堅 持すると

と も に 、 核 兵 器 の な い 世 界 に 向 か う 一 つ の 道 と し て 、「 核 の 傘 」

ではなく「非 核の 傘」となる北 東ア ジア非核兵器 地帯 構想につい

て検討を始め てく ださい。  

核保有国と核 の傘 の下 にいる国 々の リーダーに訴 えま す。  

国を守るため に核 兵器は必要だ とす る「核抑止」の考 え方のも

とで、世界は むし ろ危険性を増 して いる、という 現実 を直視すべ

きです。次の ＮＰ Ｔ再検討会議 で世 界の核軍縮を 実質 的に進展さ

せること、そ のた めにも、まず 米ロ がさらなる核 兵器 削減へ踏み

出すことを求 めま す。  

 

地球に住むす べて の皆さん。  

 私たちはコ ロナ 禍によって、当た り前だと思っ てい た日常が世

界規模で失わ れて しまうという 体験 をしました。そし て、危機を

乗り越えるた めに は、一人ひと りが 当事者として 考え 、行動する

必要があるこ とを 学びました。今、私たちはパン デミ ック収束後

に元に戻るの では なく、元より もい い未来を築く ため にどうすれ

ばいいのか、 とい う問いを共有 して います。  

 核兵器につ いて も同じです。私た ち人類はこれ から も、地球を

汚染し、人類 を破 滅させる核兵 器を 持ち続ける未 来を 選ぶのでし

ょうか。脱炭 素化 やＳＤＧｓの 動き と同じように 、核 兵器がもた

らす危険につ いて も一人ひとり が声 を挙げ、世界 を変 えるべき時

がきているの では ないでしょう か。  

 「長崎を最 後の 被爆地に」  

この言葉を、長崎 から世界中の 皆さ んに届けます 。広 島が「最

初の被爆地」とい う事実によっ て永 遠に歴史に記 され るとすれば 、

長 崎 が 「 最 後 の 被 爆 地 」 と し て 歴 史 に 刻 ま れ 続 け る か ど う か は 、

私たちがつく って いく 未来によ って 決まります。この 言葉に込め

ら れ て い る の は 、「 世 界 中 の 誰 に も 、 二 度 と 、 同 じ 体 験 を さ せ な

い」という被 爆者 の変わらぬ決 意で あり、核兵器 禁止 条約に込め

られた明確な 目標 であり、私た ち一 人ひとりが持 ち続 け るべき希

望なのです。  



この言葉を世 界の 皆さんと共有 し、今年から始ま る被 爆 100 年

に向けた次の 25 年を、核兵器 のな い世界に 向か う確 かな道にし

ていきましょ う。  

長崎は、被爆 者の 声を直接聞け る最 後の世代であ る若 い皆さん

とも力を合わ せて 、忘れてはな らな い 76 年前の事実 を伝え続け

ます。  

 

被爆者の平均 年齢 は 83 歳を超えて います。日本 政府 には、被

爆者援護のさ らな る充実と、被 爆体 験者の救済を 求め ます。  

東日本大震災 か ら 10 年が経過し ました。私た ちは 福島で起こ

ったことを忘 れま せん。今も続 くさ まざまな困難 に立 ち向かう福

島の皆さんに 心か らのエールを 送り ます。  

原子爆弾によ って 亡くなられた 方々 に哀悼の意を 捧げ 、長崎は 、

広 島 を は じ め 平 和 を 希 求 す る す べ て の 人 々 と と も に 「 平 和 の 文

化」を世界中 に広 め、核兵器廃 絶と 恒久平 和の実 現に 力を尽くし

ていくことを 、こ こに宣言しま す。  

 

2021 年（令和 ３ 年）８月９日  

                 長崎市長   田 上  富久  

 


